
図書館通信

磯松中学校図書館　令和6年10月号

磯松中学校図書館の本から 図書委員おすすめの本（2年生図書委員）

『あるかしら書店』　ヨシタケシンスケ/著　ポプラ社　20１７　　　

726

ヨ

　★おすすめポイント★　


　　「本のつつみ方」のところが


　おもしろかった

　★こんな人におすすめ★　


　　おもしろい本を求めている人

私がこの本を読んで、一番に思ったのは絵がかわいいということです。この本には、いろいろな珍し

いこの世にはない本などが出てきます。たとえば「本のつつみ方」のところでは、毛糸でつつんだ

り、パイ生地でつつんだりと様々なつつみ方が出てきます。不思議でおもしろい本がたくさん載って

いて、私も「あるかしら書店」に行ってみたいなと思いました。

　★おすすめポイント★　


　　2３２と233ページ。


　生き残る希望を持った幸せ


　そうな顔が見えた場面。

大嵐で船が難破し、無人島に流れ着いた話です。実話です。体験者が語っています。島の絵図が載って

いてワクワクします。自分も探検しているようなので、せひ読んでみてください。

○貸出回数の多い本


1位　１５回　『ドラえもん科学ワールド　ミクロの世界』


2位　１４回　『だから私は、明日のきみを描く』　　　


3位　1３回　『ドラえもん科学ワールド　未来をつくる生き物

と技術』　　『ドラえもん社会ワールド　社会が楽しくなる！都

市とまちづくり』


○個人別貸出回数


いちばん多い人は  160 冊でした。


年度末に個人別貸出回数上位者の発表をする予定です。　


『無人島に生きる十六人 』 　須川邦彦/著　新潮文庫　新潮社　２００3　

　★こんな人におすすめ★　


　　冒険に興味がある人

前期（10月１１日まで）の利用状況

○貸出冊数　　　（全校生徒　506人）


　　全校合計　3712冊


　　全校一人当たり貸出冊数　7.3冊

夏休みの課題として、全校生徒が本のPOP作りに取り

組みました。各クラスから5点ずつ選ばれた作品合計70点を

展示しています。さらにその中で入賞作品に選ばれたのは？　

★展示


○POPコンテスト　入賞作品


○磯中ミニビブリオバトル　


　クラスチャンプ本を紹介します。

★学校図書館一般開放・保護者の方への貸出


　以下の日時で一般開放を行います。また、お子さん

の利用者バーコードを使用して貸出をします。


　返却はお子さんを通してお願いします。


　10月25日（金）　展示発表観覧時間　


　　1年生保護者     8:30 〜  9:10


　　2年生保護者     9:00 〜  9:40


　　3年生保護者   10:00 〜 10:40


　貸出冊数…1冊　　返却期限日…11月11日（月）

図書委員会より

文化祭　10月24日（木）・25日（金）

書影（表紙）…新潮社HP

書影（表紙）…ポプラ社HP

290
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○授業での利用


　［１年国語科］　図書館オリエンテーション、戦争と平和　


　［１年理科］　脊椎動物調べ


　［１年総合］　朝ごはん（栄養教諭による）、職業調べ　


　［全学年国語科］　磯中ミニビブリオバトル、


　　　POPコンテスト


　［SSR・つばさ］　読書


　［日本語・保健室・オープンスクール］　資料提供


○委員会


カウンター当番（一週間ごと）、学級文庫管理、図書館通

信でのおすすめの本紹介、ポップ作成、図書ビンゴ、平和

学習での絵本の読み聞かせ

自分の貸出冊数を知りたい人は　カウンター

で教えてもらえるよ！

　図書クイズ　10月21日（月）〜31日（木）


　クイズに挑戦して豪華（？）プレゼントをもらおう！

●年間目標 ●１０月の目標 ●１０月の全校生徒の取組

みんなが安心して過


ごせる図書室にする 本への理解を深めよう 図書クイズを通して本をより知ろう


